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図形と式（座標） 
 

登場人物 点・直線・円・放物線など（他分野と融合されうる） 

 

その関係  
2 点間距離公式 

内分・外分公式 

2 直線の平⾏・垂直 

点と直線の距離公式 

円と直線⇒ d とrの関係 

２つの円の位置関係⇒ 1 2, ,d r r の関係  

 

 

 

 

 

 

 

 

●曲線束 
 

 

 

 

 

 

 （注）特に，円ー円＝共通弦 

  

円と円の位置関係 

 ⇒中心間距離と半径の和・差の大小比較 

 とくに，異なる２交点で交わるのは， 

 

                
     

 

 

  

 

曲線束 

 ２曲線 ( ) ( ), , ,f x y 0 g x y 0= =
 に対して， 

曲線 ( ) ( ), ,f x y k g x y 0+ × =
 はその交点を通る曲線を表す。 

ただし， ( ),g x y 0=
 自身は表すことができない。 
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図形と式・チェックリスト（１） 
 

○ 二点間距離公式 ＝ 三平方の定理 

○ 内分・外分公式 ＝ ベクトル利用 

○ 定点通過 ＝ 恒等式 

○ 点と直線の距離公式 ← 法線ベクトルを用いて証明 

○ 円の接線 ⇒ ①点と直線の距離＝半径 ②接線公式 （注）判別式はオススメしない 

 

○ 線対称 ⇒ 垂直 ＆ 二等分 

○ 三直線が三角形を作らない ＝ 1 点で交わる ， 平行二直線がある 

○ 二元連立一次方程式 の図形的意味 ＝ 二直線 

  
ax by e

cx dy f

 + =
 + =

  ① 1 点で交わる ② 平行 ③ 一致 

 （空間二直線では，「ねじれの位置」も加わる） 

 

○ 外心の座標  

  ① 
2 2x y Ax By C 0+ + + + = に 3 点代入 ， ②各辺の垂直二等分線の交点を求める 

○ 二直線のなす角  

  ① tan の加法定理 ， ② 法線ベクトルのなす角 

○ 二直線のなす角の二等分線 

  ①幾何：角の二等分線の性質 ②三角比三角関数： tan の加法定理  

  ③座標：角の二等分線上の点は，二直線からの距離が等しい＝点と直線の距離公式利用 

  ④ベクトル：ひし形の対角線が角を二等分することを利用 

○ ロバの定理 

 

○ 円ひく円は共通弦 

○ 曲線束 ： 下手な連立数うちゃ当たる 

○ 二円の共通接線 ＝ 相似で定点を見つけるとラク  

○ 極と極線 ： 

   円
22 2x y r+ = 外の点 A( ),p q から円に引いた２接線の接点 P，Q を通る直線の方程式は， 

 
2px qy r+ =  である。 

○ ,x y の二次式が二直線を表す ⇒ 判別式の判別式がゼロ 
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図形と式・チェックリスト（２） 
 

○ 積の領域 ⇒ 交互に塗る 

○ アポロニウスの円 二点からの距離の比が一定⇒内分点と外分点を直径の両端とする円 

○ 軌跡の限界（変域）に注意 

 

○ 通過領域  

  ① 逆手法 ， ② FAX の原理 ， ③ 包絡線 

 

○ 和と積の置き換え ⇒ 隠れた実解条件に注意 

 

○ 直角ある所に直径あり 

 

○ 法線処理 

 

○ 反転 

     

2 2 2 2

2 2 2 2

x X
X x

x y X Y

y Y
Y y

x y X Y

  = =  +  + ⇔ 
  = =  + +
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【補充問題】YAWARAKA 先生のテキストより 

図形と方程式篇 
標準問題 

⑫9-標-1 

 2 直線 :l 2x y 3 0+ + = ， :m 4x ay 5 0+ + = を考える 

（1） lと m が平行のとき， a の値を求めよ。 

（2） lと m が垂直のとき， a の値を求めよ。 

（3） lと m のなす角が
4

π
のとき， a の値を求めよ。 

 

 

 

⑫9-標-2 

 座標平面上に定点 A( ),a a がある。ただし， a 0> とする。 

（1） y 2x= に関して点 A と対称となる点 B の座標を求めよ。 

（2）
1

y x
2

= に関して点 A と対称となる点 C の座標を求めよ。 

（3）点 P は直線 y 2x= 上に，点 Q は直線
1

y x
2

= 上にあり，3 点 A，P，Q は同一直線上にないとす

る。このとき，△APQ の周の⻑さを最⼩にする点 P と Q の座標を求めよ。 

 

 

 

⑫9-標-3 

 円 ( ) ( )
22 2 1

x a y a 1
2

− + = + と放物線
2y x ax 1= + + が直線 y x= から等しい⻑さの線分を切り取

るときの a の値を求めよ。 

 

 

 

  

⑫9-標-4 

 円( )
2 2x 5 y 1− + = と円

2 2x y 4+ = の共通接線をすべて求めよ。 
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⑫9-標-5 

 2 円 ,2 2 2 2x y 2y 0 x 2x y 4+ − = − + = と点 A( ),4 0 がある。 

（1）2 円が 2 点で交わることを示せ。 

（2）2 円の 2 交点と点 A を通る円の方程式を求めよ。 

（3）2 円の 2 交点を通る直線の方程式を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-6 

 ,x y についての 2 次方程式
222x mxy y x 5y 6 0+ − + + − = が 2 直線を表すようにm の値を定め，

そのときの 2 直線の方程式を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-7 

 座標平面上の点 P( ),x y について，
( )

, 22

2
2 t 1

x y
t 1 t 1

+
= =

+ +
が成り立つとする。t が t 1≥− を満た

す実数値をとって変化するとき，点 P の軌跡を求め，それを図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-8 

 2 つの放物線 ( )
2

y x 2= + ……②，
2y x 1=− + ……②があり，放物線②上の点 P における接線が放

物線②と相異なる 2 点 Q，R で交わるとする。点 P がこの条件を満たしながら放物線②上を動くとき，

線分 QR の中点 M の軌跡を求め，それを図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-9 

 原点 O と異なる点 P に対して，O を端点とする半直線 OP 上にあり，OP・OQ＝1 を満たす点 Q を

考える。点 P が直線 3x 4y 1+ = 上を動くとき，点 Q の軌跡を求めよ。 

 

 

 

  



談話室マロニエ 道具箱（⑫９・図形と方程式）7 

⑫9-標-10 

 放物線
2y 2x= の頂点を O とし，放物線上に 2 点 A，B を∠AOB＝90°となるようにとる。O から

AB への垂線の足の軌跡を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-11 

 m  を実数の定数とし， xy 平面上の 2 直線 

 : :21l mx y 2m 0 l x my 2 0− + = + − =  

を考える。 m がすべての実数値をとるとき，直線 1l と直線 2l との交点 P の描く軌跡を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-12 

 点 P( ),x y が 2

2

2

2x y 1

x y 2

 + >
 + ≤

 を満たして動くとき，点 Q( ),x y x y+ −  の描く図形を図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-13 

 実数 ,x y が  

 x y 2 0+ + ≥ ，
2 2x y 4 0+ − ≤  

を満たすとき，
y 1

x 3

+

+
の最大値と最小値を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-標-14 

 ,x y が実数で，
2 22x 3xy 2y 1+ + ≤ をみたすとき， x y xy+ + のとり得る値の範囲を求めよ。 

 

  



談話室マロニエ 道具箱（⑫９・図形と方程式）8 

⑫9-標-15 

不等式  ，  ，   ，   ，   を満たす座標平面上の

点 ， 全体からなる領域をとする．

 領域を図示せよ．

 点 ， がこの領域内を動くとき，  の最大値を求めよ．

 を実数とする．点 ， が領域内を動くとき，  の最大値を求めよ．
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発展問題 

⑫9-発-1 

放物線
2y x= 上に，直線 y ax 1= + に関して対称な位置にある異なる 2 点 P，Q が存在するようなa

の範囲を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-2 

 直線
2y mx m= + は m がどんな値でも， y 軸に平行な軸をもつある放物線につねに接するという。 

(1) この放物線の方程式を求めよ。 

(2) m 0≠ のとき，直線 2

1 1
y x

m m
=− + と上の直線との交点の軌跡を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-3 

⻑さ lの線分が，その両端を放物線
2y x= の上にのせて動く。この線分の中点 M が x 軸にもっとも近

い場合の M の座標を求めよ。ただし， l 1≥ とする。 

 

 

 

 

⑫9-発-4 

放物線
2y x= 上の点 P( ),2t t において，放物線

2y x= と共通接線をもち，半径が
21 4t+ の円を考

える。変数 t が正の実数全体を動くとき，この円の中心の軌跡を求め，これを図示せよ。 
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⑫9-発-5 

2 点 P( ),x y ，Q( ),X Y の間に 

  ,2 2 2 2

x y
X Y

x y x y
= =−

+ +
  

 の関係がある。点 P が不等式 

  ( )( )4x 3y 5 4x 3y 5 0+ − − + >   

 で表される範囲を動くとき，点 Q の動く範囲を図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-6 

,x y が 2 つの不等式 , 2 1
x 2y y x 3x

4
≤ ≤− + − を満たすとき， 

  2

2

2

x

2x 2xy y− +
 

のとり得る値の最大値，最小値を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-7 

半径 r の円は，連立不等式
( )

2

2

x

x 6

y

y

 ≤

≥− −





の表す平面上の領域の中を自由に動かすことができる。r の

最大値を求めよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-8 

,α β が ,00
2 2

π π
≤α ≤ ≤ β ≤ を満たして変化するとき， 

 
sin sin

cos cos2

x

y

 = α+ β
 = α− β

 

で定まる点( ),x y の存在範囲を図示せよ。 
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⑫9-発-9 

t が 0 t 1≤ ≤ の範囲を動くとき，直線
2y 2tx t= − が通り得る範囲を求め，図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-10 

t が 0 t 1≤ ≤ の範囲を動くとき，直線 ( )2 3y 3 t 1 x 2t= − − が通り得る範囲を求め，図示せよ。 

 

 

 

 

⑫9-発-11 

実数，が    を満たしながら変化するとする。

 ，とするとき，点，の動く範囲を平面上に図示せよ。

 負でない定数をとるとき，  の最大値，最小値をを用いて表せ。
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SoyPaste 指数関数 

 SP⑫9-1 (r4-1) ○ 

 
 SP⑫9-2 (r7-2)  ○ 

 
 SP⑫9-3 (r9-1) 

 
 SP⑫9-4 (r9-2)  ○ 

 
 SP⑫9-5 (r14-1)  ○ 
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 SP⑫9-6 (r16-1)  ○ 

 
 SP⑫9-7 (r20-2)  ○ 

 
 SP⑫9-8 (r22-2)  ○ 

 
 SP⑫9-9 (j4-4)  ○ 
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 SP⑫9-10 (s4-2)  ○ 

 
 SP⑫9-11 (s5-4)  ○ 

 
 SP⑫9-12 (s6-4) 

 
 SP⑫9-13 (j7-4)  △ 
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 SP⑫9-14 (j9-2)  ○ 

 
 SP⑫9-15 (s9-2)  ○ 

 
 SP⑫9-16 (s10-2)  △ 

 
 SP⑫9-17 (j11-2)  ○ 

 
 SP⑫9-18 (j11-4)  ○ 
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 SP⑫9-19 (s11-3)  △ 

 
 SP⑫9-20 (j14-2)  ○ 

 
 SP⑫9-21 (s17-1)   △ 

 
 SP⑫9-22 (j18-2)  △ 

 
 SP⑫9-23 (j21-2) ○ 

 k は正の実数とする。点( ),3k 4k を中心とする半径 5k 1+ の円を kC とする。 

(1) 円 kC が原点を通るか答えよ。 

(2) k がすべての正の実数値をとって変化するとき，円 kC の動く範囲を求め，座標平面上に図示せよ。 
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 SP⑫9-24(j25-5)   

 
 SP⑫9-25(s25-1) 

 
 SP⑫9-26 (j30-1) 

 
 SP⑫9-27 (s30-1) 
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 SP⑫9-28 (s31-1)  △ 

 
 SP⑫9-29 (j34-5)  △ 

 
 SP⑫9-30 (j37-4)  ☆ 

 
 SP⑫9-31 (j38-2)  △ 

 
 SP⑫9-32 (j38-3)   
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 SP⑫9-33 (j39-1)  △ 

不等式 ( )2 2 yx y x+ +≦2 の表す領域を A とする。また，不等式 x ky+ ≦ の表す領域を B とする。

ただし， k 0> とする。 

(1) xy 平面で領域 A を図示せよ。また， A の面積を図示せよ。 

(2) k 2= のとき，領域 B を図示せよ。 

(3) A B⊂ となる k の最小値を求めよ。 

(4) A B⊃ となる k の最大値を求めよ。 

 SP⑫9-34 (s39-2) 

 
 SP⑫9-35 (s39-4) 

 
 SP⑫9-36 (j42-4) 

 
 SP⑫9-37 (s42-4) 
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 SP⑫9-38 (j43-1) 

 
 

 SP⑫9-39 (s43-2) ○ 
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 SP⑫9-40 (j14-2) 
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